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山口県教育委員会 

 

「第２次山口県学校安全推進計画」策定の趣旨 
 

 文部科学省の「第２次学校安全の推進に関する計画」策定を受け、県の第１次学校安全推進計

画の取組を検証し、「各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果的に推進する」ことを目

的に、平成３３年度までを見通して、今後の基本的な方向性と具体的方策を示す。 

 

第１章 学校安全の現状と課題 

１ 本県における学校安全のこれまでの取組  

◆ 第１次計画に則り、学校における安全管理体制の強化や子どもたちの危険予測・回避能力の育成

に努め、一定の成果をあげてきた。しかし、子どもたちの安全や命に関わる事件・事故・災害が後

を絶つには至らない現状の中、学校安全の取組の更なる深化・充実が求められている。 

 

２ 本県におけるこれまでの取組を踏まえた課題  

◆ ①教職員の安全意識の向上   

  ②実効性のある防災教育の取組 

③児童生徒等にとって主体的で実効性のある安全学習の推進 

④安全点検の充実や危機管理マニュアルの改善・周知の徹底 

⑤家庭・地域・防災担当部局等と連携した取組の充実 

 
３ 「第２次山口県学校安全推進計画」の位置づけ  

◆ 本県における学校安全の質と水準の向上に資するため、基本的な方向性と具体的方策を示す。 

 

第２章 今後の学校安全の方向性 

１ めざすべき姿・学校安全の目標・基本方針 

＜めざすべき姿＞ 

 ◇全ての児童生徒等が、安全に関する資質能力を確実に身に付けることをめざす。 

  また、学校管理下における事故等について、確実に減少させることをめざす。 

＜学校安全の目標＞ 

 ◇事件等による被害を未然に防ぎ、子どもたちのかけがえのない命を守ること 

 ◇子どもたちが、自らの命を自ら守るために主体的に行動できる力を育成すること(自助) 

 ◇自分の安全を確保した上で周囲の人や社会の安全に貢献できる力を育成すること(共助・公  

 助) 

＜基本方針＞～学校安全３領域・３活動の取組を総合的かつ効果的に推進～ 

 ◇３領域 

  ・安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

  ・自他の命を守る「交通安全」の推進 

  ・防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

 ◇３活動 

  ・学校教育活動全体を通じた「安全教育」の充実 

  ・ＰＤＣＡサイクルの確立を重視した「安全管理」の充実 

  ・教職員の資質向上と、総合的な学校安全の取組による「組織活動」の充実 

 

２ 施策目標【５観点１２項目】  

（１） 学校安全に関する組織的取組の推進【４項目】 

（２） 安全に関する教育の充実方策【２項目】 



（３） 学校の施設及び設備の整備・点検【２項目】 

（４） 学校安全に関するＰＤＣＡサイクルの確立を通じた事故等の防止【２項目】 

（５） 家庭、地域、関係機関等との連携・協働による学校安全の推進【２項目】 

 

第３章 学校安全を推進するための方策※ 

１ 学校安全に関する組織的取組の推進 

 （１）学校における人的体制の整備 

  ◆  中核となる教職員の位置づけと育成 

  ◆ 地域人材や専門家等の活用 

 （２）学校安全計画及び危機管理マニュアルの検証・周知の徹底 

   ◆ 検証と改善及び関係者との情報共有 

   ◆ 「カリキュラム・マネジメント」の確立 

 （３）学校安全に関する教職員の研修の充実 

   ◆ キャリアステージに応じた資質・能力の向上 

   ◆ ＯＪＴの推進 

   ◆ 教育課程における学校安全の視点の明確化 

 

２ 安全に関する教育の充実方策  

 （１）「カリキュラム・マネジメント」の確立を通じた系統的・体系的な安全教育の推進 

  ◆  安全を守るための資質・能力の育成 

  ◆ 自助、共助、公助の視点を適切に取り入れた教育課程編成 

 （２）指導の改善・充実 

  ◆ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

  ◆ 危険予測学習（ＫＹＴ）資料の活用・充実 

  ◆ 日時等を事前に告げない避難訓練等の実践的な学び 

  ◆ 地域学習の一環としての安全教育 

 （３）現代的課題への対応 

  ◆ インターネット等の有害情報への対応、情報モラルの育成 

  ◆ 弾道ミサイル発射に係る対応 

 

３ 学校の施設及び設備の整備・点検  

（１） 学校施設の安全性の確保のための整備 

    ◆ 耐震化や吊り天井落下防止への対応、災害への対応 

   （２）学校における非常時の安全に関わる設備の整備・点検 

     ◆ ＡＥＤや防犯設備等の点検・管理や教職員・児童生徒等による使用訓練 

 

４ 学校安全に関するＰＤＣＡサイクルの確立を通じた事故等の防止 

 （１）学校における安全点検 

   ◆ 施設及び設備の安全点検、通学・通園路点検の確実な実施 

 （２）学校管理下において発生した事故等の検証と再発防止策 

   ◆ 危機管理マニュアルの周知・研修の推進を通した教職員の安全意識の向上 

 

５ 家庭、地域、関係機関等との連携・協働による学校安全の推進 

 （１）家庭、地域との連携・協働の推進 

   ◆ 地域ぐるみの防犯、交通安全、防災等の取組 

 （２）関係機関等との連携による安全対策の推進 

   ◆ 危機を想定した関係機関等との連携の強化 

   ◆ 避難所開設等に備えた防災担当部局等との連携 


